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一般住宅のほか民宿
等が見られる地域
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白川村の基幹産業である観光業は旅行支援等の施策により回復傾
向にある。円安等の後押しもあり、インバウンド需要も見込まれ
る。

地域要因に目立った変化等は見られない。

個別的要因に変動はない。

当地域及びその周辺地域において賃貸物件はほぼなく、取引は自己利用目的で行われており、本件では比準価格のみを得た
が、妥当性は担保されている。比準価格は実際に生起する取引を基に算出されており、実証性に優れる。白川村は事例の収
集が困難な地域であるが、本件では比準に際して白川村地内の事例を採用できており、説得力の高い価格が得られた。よっ
て本件では比準価格を採用し、鑑定評価額を決定した。
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住宅
Ｗ２

当地域は白川村中心部の住宅地域であり、当面は現状維持にて推移するものと思量する。地価はほぼ底値を打っているとみ
られることから、今後、地価は上昇傾向にて推移していくものと予想される。
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令和 5年 7月 5日 正常価格

令和 5年 7月 12日令和 5年 7月 1日

1,760,000鑑定評価額

(1)価格時点

(2)実地調査日

円 5,740 円／㎡１㎡当たりの価格
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(6)市場の特性 同一需給圏は大野郡白川村全域であり、主たる需要者は当圏域に地縁性を有する個人である。白川村は人口１５００人程度
の小さな自治体で、周辺町とも距離が離れており、白川村固有の小規模な経済圏を形成している。世界遺産に登録されてい
る荻町地区では「結」の決まりにより売買等が制限されている。当地域は白川村中心部の農家集落地域であり、極めて静態
的で、取引は隣地併合等何らかの事情が介在するケースも多い。需要の中心価格帯の把握は困難である。

継続
①-1対象基準地の検討

①-2基準地が共通地点（代表標準地等と同一地
点）である場合の検討
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